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データ B データ A との比較対象として、最新の検
索キーワードランキングの上位の単語を使い、デ
ータ A と同様にしてコメントを集めたもの 










表 1: データ A・B・C から得られた情報 
データ名 総コメント数 総スパムコメント数 
A 4,788 288 
B 106,721 46 
C 8547 1,257 
実験 2 ではデータ A とデータ C を得られた
URL から比較し、スパマーの持つ複数のブログの
存在を検証した。 





3.2 実験 1 
表 2: データ A・データ B のコメント構成 
コメントの種類 データ A データ B 
正規のコメント 4,500 106,675 
1 34 29 
2 102 9 
3 152 8 
表 1 により得られたスパムコメントをカテゴリ別に









3.3 実験 2 
データ A において得られたスパムコメントに付随し
た URL の数と、同様にデータ C で得られた URL 
の数をカテゴリ別に比較した結果が表 3 である。総
数から見れば 15 倍の URL を取得できたが、その
多くがカテゴリ 1 であった。しかし、増えた URL の
殆どが CNAME レコードであり、IP アドレスで比較
するとあまり変化はなかった。一方、カテゴリ２・３で






価する。結果は表 3 のようになった。データ A のフ
ァイル数は 820 個、データ C のファイル数は 894 
個と、HTML ファイルの数はあまり変わらないが得
られたデータの種類は約 3 倍となった。    また、
データ A のスパムコメントは同じ時期に投稿された
ものが多かったがデータ C では 2011 年に投稿さ
れた新しいスパムコメントも発見することができた。 
表 3: コメント件数による比較 
カテゴリ データ A データ C 
1 13 87 
2 29 64 
3 17 30 
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